
第９８回 学長定例記者会見          

第９８回 学長定例記者会見 

日時：平成３０年５月２２日（火）１０：００～１０：３０ 

場所：広島大学 霞キャンパス 臨床管理棟３階大会議室 

  ※Ustream および YouTube による録画配信を実施  

 

【発表事項】 

１．平成３３年度広島大学入学者選抜の方針について 

 

２．「広島大学から世界へ～世界のトップ研究者に聞く 第４弾～」としてノー

ベル物理学賞受賞者の天野浩氏が講演します 

 

３．広島で第２回日台大学学長フォーラムを開催します 

 

４．広島大学霞地区に２つの機構・センターを設置しました 

４-(1) 広島大学医療系トランスレーショナルリサーチ推進機構を設置、関

連イベントを開催します 

４-(2) 広島大学医歯薬保健学研究科附属死因究明教育研究センターを設置、

本格稼働に伴い看板除幕式を開催します 

 

 

 

【お知らせ】 

１．2018 広島大学説明会＆講演会を開催します  

 

２．第３９回広島大学音楽祭フェニックスコンサートを開催します 

 

 

■次回の学長定例記者会見（予定） 

    日時： 未定 

場所： 未定 

 



第９８回学長定例記者会見 発表事項１   

 

平成３０年５月２２日 

 

平成 33 年度広島大学入学者選抜の方針について 

 

 

この度、文部科学省「平成 33 年度大学入学者選抜実施要項の見直しに係る

予告について（通知）」を踏まえ、本学の平成 33 年度入学者選抜の骨格を取

りまとめました。 

なお、今後、平成 30 年度末を目途に、より詳細な実施案を公表予定です。 

 

１．概要 

 本学の平成 33 年度入学者選抜の骨格の概要は、別紙のとおりですが、 

その主な点は次のとおりです。 

 

２．大学入学共通テスト 

 

（１）「一般選抜」においては第一次試験として、原則 5 教科 7 科目を課す。 

 

（２）英語科目の取り扱いについては、英語認定試験を「一般選抜」の全受験

生に課すとともに、平成 35 年度に実施する平成 36 年度入学者選抜までは、

大学入学共通テスト（以下、「新テスト」）において実施される英語試験を併

せて課す。 

なお、平成 37 年度以降の入学者選抜については、引き続き検討する。  

 

（３）英語認定試験結果の活用については、本学が定める条件をすべて満たし

た 

場合、新テストの外国語（英語）の得点を満点とみなす。 

 

（４）新テストの記述式問題については、記述式問題を含む国語及び数学を「一

般選抜」の全受験生に課すこととする。その上で、国語の記述式の段階別成

績表示については、その結果を点数化しマークシート式の得点に加点して活

用する。数学の記述式の段階別成績表示については、従来のマークシート式

と同様の取扱いとする。 

 

３．一般選抜 

 

（１）実施教科・科目については，現行の教科・科目とする。 

 

（２）一般選抜における高度な記述式試験の実施については、各教科・科目に

おいて、一層論理的思考力・判断力・表現力を評価する作問に努める。 



 

（３）多面的、総合的評価を実現するため、調査書や志願者本人が記載する資

料、面接等を活用する。特に、後期日程においては、面接を実施するよう努

める。 

 

４．広島大学光り輝き入試（総合型選抜及び学校推薦型選抜） 

 

（１）多面的、総合的評価を実現するため、調査書や志願者本人が記載する資

料、面接等を活用するが、具体的な活用方法については平成 30 年度末を目

途に公表する。 

 

（２）この入試区分の募集人員については、「学力の３要素」を多面的・総合的

に評価するねらいを踏まえ、各学部・募集単位の事情に応じて適切に判断す

る。 

 

 

【お問い合わせ先】 

教育室教育部 

入試グループ  渡部 淳 

TEL:082-424-6172  FAX:082-424-6710 

 



平成 30 年 5 月 22 日 

広  島  大  学 

 

平成 33 年度広島大学入学者選抜の見直しに係る予告について 

 

 平成 29 年 7 月 13 日付け「平成 33 年度大学入学者選抜実施要項の見直しに係る予告につ

いて（通知）」を踏まえ，本学の平成 33 年度入学者選抜の骨格は，本年 5 月 15 日現在で，

次のとおりとする。 

 なお，今後平成 30 年度末を目途に，より詳細な実施案を公表予定である。 

 

１．趣旨 

  

本学の入学者選抜において，卒業認定・学位授与の方針，教育課程編成・実施の方針を

踏まえた入学者受入れの方針に基づき，「学力の３要素」（「基礎的・基本的な知識・技能」

「知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等」「主体的

に学習に取り組む態度」）を多面的・総合的に評価するものへと改善することを趣旨とし，

各入試を以下のとおりとする。 

 

２．大学入学共通テスト 

 

（１）「一般選抜」においては第一次試験として，高等学校等における基礎的教科・科目に 

ついての学習の達成度を測るため原則 5 教科 7 科目を課す。 

 

（２）英語科目の取り扱いについては，大学入学共通テスト（以下，「新テスト」）の枠組 

みにおける 5 教科 7 科目の位置づけとしての英語認定試験を「一般選抜」の全受験生に

課すとともに，平成 35 年度に実施する平成 36 年度入学者選抜までは，大学入試センター

の新テストにおいて実施される英語試験を併せて課す。 

なお，平成 37 年度以降の入学者選抜については，引き続き検討する。  

 

（３）英語認定試験結果の活用については， 本学が定める条件をすべて満たした場合，本

学を受験する年度の新テストの外国語（英語）の得点を満点とみなす。 

 

（４）新テストの記述式問題については，新テストの 5教科 7科目を課す原則の下，記述 

式問題を含む国語及び数学を「一般選抜」の全受験生に課すこととする。その上で，国 

語の記述式の段階別成績表示については，その結果を点数化しマークシート式の得点に 

加点して活用する。数学の記述式の段階別成績表示については，正誤のみの判定である 

こと，及び大問の中でマークシート式問題と一体で出題され記述式問題にも配点がなさ 

れることから，従来のマークシート式と同様の取扱いとする。 

 

３．一般選抜 

 

別紙 



（１）実施教科・科目については，現行の教科・科目とする。 

 

（２）一般選抜における高度な記述式試験の実施については，各教科・科目において，一

層論理的思考力・判断力・表現力を評価する作問に努める。 

 

（３）多面的，総合的評価を実現するため，調査書や志願者本人が記載する資料，面接等

を活用する。特に，後期日程においては，面接を実施するよう努める。 

 

 

４．広島大学光り輝き入試（総合型選抜及び学校推薦型選抜） 

 

（１）多面的，総合的評価を実現するため，調査書や志願者本人が記載する資料，面接等 

を活用するが，具体的な活用方法については平成 30 年度末を目途に公表する。 

 

（２）この入試区分の募集人員については，「学力の３要素」を多面的・総合的に評価する 

ねらいを踏まえ，各学部・募集単位の事情に応じて適切に判断する。 

 

 

以上 





 

第９８回  学長定例記者会見 発表事項２   

 

平成３０年５月２２日 

 

広島大学から世界へ～世界のトップ研究者に聞く 第４弾～において 

ノーベル物理学賞受賞 天野 浩 博士による講演会を開催 
 

   

本学が開催する「広島大学から世界へ～世界のトップ研究者に聞く 第４弾～」

として、ノーベル物理学賞受賞者の天野 浩博士をお迎えし、「広島大学知のフォ

ーラム」を下記のとおり開催します。 

 

天野 浩博士は、「明るく省エネルギーな白色光源を実現できる、効率の良い青

色発光ダイオード」を発明した功績が認められ、赤﨑 勇博士、中村 修二博士と

共に２０１４年ノーベル物理学賞を受賞されました。 

 

講演会では、「Transformative Electronics が築く未来社会」というタイト

ルで講演していただきます。 

 

世界トップ研究者のお話を聞くことができるまたとない機会です。世界トップ

レベルの最先端研究を体感してください。 

 

記 

 

【日 時】 ７月１８日（水）１４：２０～１５：５０（開場１３：３0） 

 

【場 所】 広島大学サタケメモリアルホール（東広島キャンパス） 

 

【講演者】 天野 浩 博士 

（名古屋大学未来材料・システム研究所 未来エレクトロニクス集積研

究センター長・教授）  

 

【対 象】 どなたでも参加できます（高校生以上推奨） 

      ※言語：日本語（英語への同時通訳あり） 

※入場無料 

 

【申し込み】http://appform.hiroshima-u.ac.jp/20180718/ 

（要事前申し込み） 

 

【お問い合わせ先】 

広島大学知のフォーラム事務局 

学術室 研究企画室 打越 

TEL:082-424-2056  FAX:082-424-4592 

E-mail：hu20180718@hiroshima-u.ac.jp 

 





第２回日台大学学長フォーラムを開催します 

第９８回  学長定例記者会見 発表事項３   

 

平成３０年５月２２日 

 

 

 

 

 平成３０年６月７日に、日本と台湾の大学の学長や副学長等が出席する

「第２回日台大学学長フォーラム」が広島市で開催され、広島大学が開催校

を務めます。 

 

本フォーラムは、日本側は「国公私立大学団体国際交流担当委員長協議会

（JACUIE）」、台湾側は「高等教育国際合作基金会（FICHET）」が共同で主

催 し 、「 Enhancement of Educational and Research Collaboration 

Corresponding to the Globalization of Society（社会のグローバル化に

対応した教育・研究協力の増進）」をテーマに、日台間における学生や研究

者交流の拡大に向けた議論を深めることを目的に開催されます。日本側は７

２の大学と関係機関、台湾側は４０の大学と関係機関から約２００名が出席

する予定です。 

 

「日台大学学長フォーラム」は、平成２８年５月に第１回フォーラムを台

湾・台南市で開催し、大学間交流の拡大に繋げてきました。日本と台湾の間

では学生交流及び研究者交流の両面から活発な取組が行われており、更なる

交流の拡大が期待されます。是非取材いただきますよう、ご案内申し上げま

す。 

記 

 

【日 時】 平成３０年６月７日（木）９：３０～１６：４０ 

【会 場】 リーガロイヤルホテル広島（広島市中区基町６−７８） 

【対象者】 日本及び台湾の大学の学長等、高等教育関係機関の関係者等 

【使用言語】英語 

【プログラム概要】別紙をご覧ください。 

 

 

【お問い合わせ先】 

国際室国際部 

国際交流グループ  是國 

TEL:082-424-6045  FAX:082-424-6179 

 



2018 年 5 月 11 日現在 

 

JACUIE 1 

2018 Japan-Taiwan University Presidents’ Forum 
  

Date: 7 June 2018 (Thursday)  

Venue: Royal Hall, RIHGA Royal Hotel Hiroshima  

6-78 Motomachi, Naka-ku, Hiroshima 730-0011, Japan 

http://www.rihga.com/hiroshima 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Organize: The Japan Committee of Universities for International Exchange 
(JACUIE) 

Joint Organizer: Foundation for International Cooperation in Higher Education of 
Taiwan (FICHET) 

Host University: Hiroshima University 
Support Organizations: Japan-Taiwan Exchange Association 

Taipei Economic and Cultural Representative Office in 
Japan 

MC of the Forum:  Dr. Taiji Hotta, Vice-Executive (Deputy Vice-President) of 
International Planning, Hiroshima University 

Language: English  
 
 

Theme: Enhancement of Education and Research Collaboration Corresponding to 
the Globalization of Society 



                  

 

 

JACUIE 2 

Program  
   

Time Duration Agenda 

9:00-9:30 30 min. Registration 

9:30-9:50 20 min. 

Opening Remarks  
 
1. Dr. Kyosuke Nagata, Chairperson of JACUIE and President 

of University of Tsukuba 
 
2. Dr. Huey-Jen Jenny Su, Chairperson of FICHET and 

President of National Cheng Kung University 
 
3. Dr. Mitsuo Ochi , President of Hiroshima University (Host 

University) 
 
4. Dr. Leehter Yao, Political Deputy Minister, Ministry of 

Education 
 
5. Mr. Michi Kakizawa , Director-General, General Affairs 

Department, Japan - Taiwan Exchange Association 
 
6. Mr. Jen-Joe Chang, Deputy Representative, Taipei Economic 

and Cultural Representative Office in Japan 
 

Session 1: Introductory Session - Educational Aspects: Enhancement of International 
Education and International Student Mobility in Response to the Globalization 

9:50-10:20 30 min. 

1-1 Enhancement of Double Degree Programs or Joint Degree 
Programs between Universities in Japan and Taiwan 

 
Introductory Presentations 
 
Chair (Moderator):  
Dr. Edward H. Chow, President, National Chengchi University 
 
Presenters: 
1. Prof. Yuichi Hasebe, President, Yokohama National University 
 
2. Dr. Tei-Wei Kuo , Interim President, National Taiwan 

University 
 

10:20-10:50 30 min. 

1-2 Enhancement of International Student Exchange 
Programs between Universities in Japan and Taiwan 

 
Introductory Presentations 
 
Chair (Moderator):  
Dr. Edward H. Chow, President, National Chengchi University 
 
Presenters: 
1. Mr. Andy Cheu-An Bi , Director General, Department of 

International and Cross-Strait Education, Ministry of Education 
 

2. Mr.  Hideki Yonekawa  
Vice President, Japan Student Services Organization (JASSO)  
 

0:50-11:00 10 min. Group Photography 

11:00-11:20 20 min. Networking Coffee Break 



                  

 

 

JACUIE 3 

Session 2: Introductory Session – Research Aspects: Enhancement of International 
Research Exchange and Industry-University Collaboration for Innovation 

11:20-11:50 30 min. 

2-1 Enhancement of Young Researcher Exchanges between 
Universities in Japan and Taiwan 

 
Introductory Presentations 
 
Chair (Moderator): 
Dr. Atsushi Hamana, President, Kansai University of 

International Studies 
 
Presenters: 
1. Dr. Mariko Kobayashi , Governing Director, Headquarters for 

International Affairs Japan Society for the Promotion of 
Science (JSPS) 

  
2. Dr. Lu-Sheng Hong, Director, Science and Technology 

Division, Taipei Economic and Cultural Representative Office 
in Japan 

 

11:50-12:20 30 min. 

2-2 Enhancement of Industry-University Collaboration 
Research Projects for Universities in Japan and Taiwan 

 
Introductory Presentations 
 
Chair (Moderator): 
Dr. Atsushi Hamana, President, Kansai University of 

International Studies 
 
Presenters: 
1. Dr. Yoshizane Maeda, President, Kagoshima University 

 
2. Dr. Bing-Jean Lee, President, Feng Chia University 
 

12:20-13:30 70 min. Lunch 

Session 3: Plenary Session (Educational Aspects) 

13:30-14:40 70 min. 

Presentations 
 
Chair (Moderator):  
Dr. Fuh-Sheng Shieu, President, National Chung Hsing 

University 
 
Presenters: 
1. Dr. Flora Chia-I Chang, President, Tamkang University 

 
2. Dr. Yasunao Hattori, President, Shimane University 
  
Discussion 

14:40-15:00 20 min. Networking Coffee Break 



                  

 

 

JACUIE 4 

Session 4: Plenary Session (Research Aspects) 

15:00-16:10 70 min. 

Presentations 
 
Chair (Moderator):  
Dr. Tetsuo Asano, President of Japan Advanced Institute of 

Science and Technology 
 
Presenters: 
1. Dr. Yoshiyuki Kakehi , President, Kagawa University 

 
2. Dr. Jei-Hsin Wu, Vice President, Taipei Medical University  

 
Discussion  

Session 5: Joint Statement between JACUIE and FICHET and Closing 

16:10-16:30 20 min. 

 
Joint Statement Adoption 
 
Dr. Kyosuke Nagata, Chairperson of JACUIE and President of 

University of Tsukuba 
 
Dr. Huey-Jen Jenny Su, Chairperson of FICHET and President of 

National Cheng Kung University 
 

16:30-16:40 10 min. 

 
Closing Remarks 
 
1. Dr. Yuhlong Oliver Su, President, National Chi Nan University 
 
2. Dr. Noriaki Nagao, President, Tenri University 
 

18:00-20:00 120 min. Dinner Banquet 

 



第９８回 学長定例記者会見 発表事項４     

 

平成３０年５月２２日 

 

広島大学霞地区において新たに２つのセンターを設置します 

 

 広島大学霞地区において新たに２つのセンターを設置します。 

 

 １つ目は、本学におけるシーズの開発及び管理と一元的なパイプラインの確

立により関連機関と連携して橋渡し研究を推進するとともに、次世代の橋渡し

研究を担う人材を育成することを目的として、「医療系トランスレーショナル

リサーチ推進機構」のもと、「広島大学トランスレーショナルリサーチセンタ

ー」を設置しました。バイオデザイン部門、知的財産・調査 IR 部門、プロジ

ェクト研究支援部門の３つの部門が連携し、医学のみならず、薬学、工学、基

礎生物学などの様々な分野から広くシーズを収集・管理・支援し、その成果形

成を促進するシステムの構築を推進してまいります。 

 

 ２つ目は、死因究明に必要な分野横断型専門家育成と学内外連携及び地域拠

点化を目指して、医歯薬保健学研究科に死因究明教育研究センターは設置され

た附属施設です 

 

 

【お問い合わせ先】 

財務・総務室広報部広報グループ 

TEL:082-424-3749 FAX:082-424-6040 

 



第９８回 学長定例記者会見 発表事項４(1)   

 

平成３０年５月２２日 

 

広島大学医療系トランスレーショナルリサーチ推進機構を設置、 

関連イベントを実施します 

 

 本年４月、霞地区に設置した「医療系トランスレーショナルリサーチ推進機

構」のキックオフシンポジウムを開催します。また、同機構のもとに設置した

「広島大学トランスレーショナルリサーチセンター」の看板除幕式を、下記の

とおり行います。 

 

記 

 

【看板除幕式】 

  日 時：平成３０年６月６日（水）１４：００～１４：３０       

  場 所：広島大学霞キャンパス 臨床管理棟正面玄関前 

  出席者：越智学長、木内理事・副学長（医療担当）、 

木原副学長（研究倫理担当） 

  陪席者：霞部局連絡協議会メンバー、 

      トランスレーショナルリサーチセンターメンバー 

  次 第 １.開式の辞 

      ２.越智学長 挨拶 

      ３.木原副学長（研究倫理担当） 挨拶 

      ４.看板除幕 

      ５.閉式の辞 

 

【キックオフシンポジウム】 

  日 時：平成３０年６月１６日（土）１５：００～１７：１０ 

  場 所：広島大学 未来創生センター 

      （広島市中区東千田町１－１－８９） 

内 容： 

開会挨拶  広島大学学長 越智 光夫 

   来賓挨拶  広島県知事  湯﨑 英彦 

招待講演  国立研究開発法人 

日本医療研究開発機構（AMED）理事長 末松 誠 

   副 機 構 長 挨 拶 （ 概 要 説 明 ）  広島大学副学長（研究倫理担当） 

医 療 系 ト ラ ン ス レ ー シ ョ ナ ル リ サ ー チ 推 進 機 構  副 機 構 長 木原 康樹 

 

 



   パネルディスカッション 

       「広島大学トランスレーショナルリサーチに期待すること」 

   パネラー：杉山 大介 

九州大学大学院医学研究院次世代医療研究開発講座 教授 

病院 ARO 次世代医療センター 副センター長 

安水 大介 

国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 医 療 研 究 開 発 機 構 （ AMED） 戦 略 推 進 部  難 病 研 究 課  

臨床研究・治験基盤事業部臨床研究課（併任）課長代理 

Che-Ｈong Chen，PhD 

           Stanford Univers i ty， School of Medic ine,  SPARK Fel low of Translat ional Research 

        中尾 浩治 

一般社団法人ジャパンバイオデザイン協会理事（元テルモ会長） 

        John W．Carlson Ⅰ Ⅰ Ⅰ  

          Abbvie, 在日米国商工会議所(ACCJ)ヘルスケア委員会委員長 

   司会進行役：木原 康樹 

   閉会挨拶   広島大学病院 病院長 木内 良明 

※日英同時通訳あります。 

※シンポジウム終了後，情報交換会がございます。 

 

【お問い合わせ先】 

医療政策室 

医療政策・医学系研究推進グループ 大西 真由美 

TEL:082-257-1573 FAX:082-257-5962 



 

場 所：広島大学霞キャンパス 臨床管理棟正面玄関前 

 

 

 

 

臨床管理棟 

正面玄関前  



日 時 平成30年6月16日(土)15:00～17:10 情報交換会は17:30～19:00
場 所 広島大学 未来創生センター（広島市中区東千田町１－１－８９）

プ ロ グ ラ ム

 本学では、内外の医学系研究等を有機的に統合し、基礎情報の分析や実用化プランの作成を通じた、橋渡し研究の推進を目的
として、4月1日付けで「医療系トランスレーショナル推進機構」を立ち上げました。

 中国・四国・九州地域では初めてとなる実践的な人財育成プログラム「バイオデザイン」や、海外展開を視野に入れた活動を
特色としています。

 このシンポジウムでは、国内外の有識者にお集まりいただき、本学におけるトランスレーショナルリサーチに今後期待される
ことについて議論していただきます。

時間 演者等

15:00～15:10 開会挨拶
越 智 光 夫 国立大学法人 広島大学 学⾧

15:10～15:20 来賓挨拶
湯 﨑 英 彦 広島県 知事 （予定）

15:20～15:40
副機構⾧挨拶（機構説明）

木 原 康 樹 国立大学法人 広島大学 副学⾧（研究倫理担当）
医療系トランスレーショナルリサーチ推進機構 副機構⾧

15:40～16:30

パネルディスカッション 「広島大学トランスレーショナルリサーチに期待すること」

パネラー:杉山 大介
九州大学大学院医学研究院 次世代医療研究開発講座教授
病院ARO次世代医療センター 副センター⾧

安水 大介
国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）戦略推進部 難病研究課
臨床研究・治験基盤事業部 臨床研究課（併任）課⾧代理

Che-Hong Chen, PhD
Stanford University, School of Medicine, SPARK Fellow of Translational Research

中尾 浩治
一般社団法人ジャパンバイオデザイン協会理事（元テルモ会⾧）

John W. Carlson III
Abbvie，在日米国商工会議所（ACCJ）ヘルスケア委員会委員⾧

司会進行役:木原 康樹 広島大学副学⾧（研究倫理担当）

16:30～17:00 招待講演
末 松 誠 国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）理事⾧

17:00～17:10 閉会挨拶
木 内 良 明 国立大学法人 広島大学病院 病院⾧

17:30～19:00 情報交換会

主催 広島大学 医療系トランスレーショナルリサーチ推進機構
後援 広島県

国立大学法人 広島大学
医療系トランスレーショナルリサーチ推進機構

キックオフ シンポジウム

※敬称略，内容等については変更の可能性があります。



参加申込みフォーム

 御氏名

 （ふりがな）

 御所属

 役職

 住所

 電話番号

 メールアドレス

 情報交換会の参加 （有・無） ※会費:3,000円

＜個人情報等の取り扱いについて＞
参加申込書に関する会社情報／個人情報は、本シンポジウム以外の目的での使用や、
本人の同意なく第三者への提供または開示をしません。

Please visit the following URL for the latest program and registration form.(Due at noon,
June.8）The registration will be closed as soon as the number of applicants reaches the 
capacity.

https://kyoryoku.hiroshima-u.ac.jp/uketsuke/2018_6_16tr/

（ふりがな）
ご芳名 所属・役職 連絡先 mail 情報交換会

【お問合せ先】
広島大学トランスレーショナルリサーチセンター
TEL: 082-257-1992  FAX: 082-257-1993
Mail: trc@office.hiroshima-u.ac.jp

ご出席の方は、以下必要事項明記の上、下記URL（右QRコード）のweb参加申込みフォーム、
またはFaxにてお申込み下さい。なお、申し込みは定員に達し次第締め切らせて頂きます。

【ご参加者情報】 ※同所属からのご参加される方は以下にご記入ください。

【代表参加者概要】

締切:6月5日（火）



東千田未来創生センター
 〒730-0053 広島市中区東千田町一丁目1番89号

TEL:082-542-7014

 広島空港をご利用の方
広島空港(三原市)
広島空港リムジンバス
1.広島駅新幹線口行き
↓約45分、1,340円
JR広島駅(広島市)
以下、上記バスまたは市内電車利用参照
2.広島バスセンター行き
↓約53分、1,340円
広島バスセンター(広島市)
↓徒歩 地下街「シャレオ」
広電「本通」電停
市内電車(広電1，3，7号線)
↓約10分、180円
日赤病院前下車 徒歩約3分

 広島港をご利用の方
広島港(広島市、廿日市市)
市内電車
1.広島駅行 広電(1号線)
↓約25分、180円
日赤病院前下車 徒歩約3分
2.西広島行 広電(3号線)
↓約25分、180円
日赤病院前下車 徒歩約3分

交通アクセス <https://www.hiroshima-u.ac.jp/access/senda>

 バスをご利用の方
JR広島駅(広島市)から
アルパーク方面行き
広島バス(50号(東西)線)
↓約12分、220円
日赤前下車 徒歩約2分

 市内電車をご利用の方
JR広島駅(広島市)から
紙屋町経由広島港行広電(1号線)
↓約30分、180円
日赤病院前下車 徒歩約3分
JR横川駅(広島市)から
広電本社前行 広電(7号線)
↓約25分、180円
日赤病院前下車 徒歩約3分
JR西広島駅(広島市)から
紙屋町経由宇品二丁目/広島港行広電(3号線)
↓約30分、180円
日赤病院前下車 徒歩約3分

来学される際には、公共交通機関をご利用ください。



 

第９８回 学長定例記者会見 発表事項４(2)   

 

平成３０年５月２２日 

 

広島大学医歯薬保健学研究科附属死因究明教育研究センター 

を設置、本格稼働に伴い看板除幕式を開催します 

 

広島大学大学院医歯薬保健学研究科附属死因究明教育研究センターを設

置、以下のとおり看板除幕式を開催します。 

 

当センターは昨年６月の設置以降、人材育成等のソフト面のプログラムを

実施しており、本年３月に設備を整備。５月下旬に施設等のハード面におい

ての整備が完了し、本格稼働いたします。 

 

記 

 

  日 時：平成３０年６月６日（水）１３：３０～１４：００ 

  場 所：広島大学霞キャンパス 死因究明教育研究センター玄関前 

      （臨床第２研究棟１階） 

  出席者：越智学長、安井センター長、粟井医歯薬保健学副研究科長 

      広島県健康福祉局武田医療・がん対策部長（予定） 

  陪席者：霞部局連絡協議会メンバー、死因究明教育研究センター

運営委員会委員、広島県死因究明等推進協議会委員 

  次 第 １.開式の辞 

      ２.越智学長 挨拶 

      ３.安井死因究明教育研究センター長 挨拶 

      ４.看板除幕 

      ５.閉式の辞 

 

 

【お問い合わせ先】 

広島大学霞地区運営支援部総務グル—プ 

TEL:082-257-5602 FAX:082-257-5615 



 

＜霞キャンパス地図＞ 

死因究明教育研究センター玄関前（臨床第２研究棟１階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

死因究明教育研究セ

ンター玄関前  



＜死因究明教育研究センターの概要＞  

 

 広島大学では、これまでも広島県における死因究明の中心を担ってきましたが、死因

究明等推進計画（平成 26 年 6 月 13 日閣議決定）などによる社会的要請を受け、中国・

四国地方における死因究明学教育・研究の拠点化を目指し、平成 29 年 6 月 22 日付け

で、大学院医歯薬保健学研究科に「死因究明教育研究センター」を設置いたしました。 

 このセンターは、死因究明に必要な分野横断型専門家を育成し、死因究明学研究を推

進するとともに、地域の拠点として社会に貢献することを目標としています。本目標達

成のため、具体的には、死因究明専門家・死因究明関連医療人の育成や薬物検査等の精

度・実施率向上、死後画像診断学における法医学的・病理学的基盤の確立等の死因究明

制度の資質向上に資する取組を通じて、わが国の新たな「死因究明システム」の開発を

目指しています。同時に歯科領域に関しては、法歯科医学の学士教育や研修、法歯科医

学の専門歯科医師の養成、個人識別の歯科医学的研究の推進、犯罪や児童虐待、老人虐

待の原因や予防の究明を行い、さらに、広島県内における異状死体の検案能力のレベル

アップを目的として、検案・身元確認に携わる医師・歯科医師・警察官・海上保安官・

自衛隊警務官等に対する研修プログラムを作成・実施していきます。 

 平成 29 年度後期からは、博士課程医歯薬学専攻に「死因究明専門家養成プログラム」

を開設しています。このプログラムには、法医学のみならず、死因究明に関する多分野

の教員が参画しており、分野横断型専門家の育成を目指しています。 

 また、平成 30 年 3 月には、臨床第２研究棟１階に全身用Ｘ線ＣＴ装置及びバイオハ

ザード対応電動昇降式解剖装置が設置されました。これにより、死亡時画像診断を活用

した新たな死因究明が可能となるとともに、死因究明の実施体制の更なる強化を図りま

す。さらに、実務を通じて得られた知見等を教育研究へフィードバックしていきます。 

 この取組は、広島大学の機能強化のための戦略に基づく取組の１つとして位置付けら

れ、平成 29 年度より運営費交付金（機能強化促進分）が措置されています。また、死

因究明の実践の場として更なる充実・強化を図るため、広島県等からも財政支援を受け

ています。 

 今後も関係機関との連携を深めながら、リージョナルセンターとしての機能を果たし、

世界や地域社会で活躍できる人材の育成を目指して取り組んでいきます。 

・犯罪見逃しの多発 （死因究明等の推進に関する法律の施行）

・法医学に対する社会的ニーズの増加 （脱法ドラッグなどの薬物乱用、子供の事故死の予防、ＤＶ被害者・被虐待児の保護など）

・法医学を専攻する医師、歯科医師、薬剤師、検査技師の不足と、それによる低い法医学的検査の実施率

・関連領域との連携不足

・大規模災害における身元確認の遅延と専門家の不足

背景

広島大学死因究明教育研究センター

①死後画像診断学
（CT、内視鏡など）

②法中毒学 ③歯科法医学 ④臨床法医学 ⑤法病理学 ⑥法分子生物学

死因究明専門・関連教育 法医学並びに関連分野のキャリアパスモデル形成 臨床実習・研修とのリンク

死因究明学研究の推進 死因究明学教育・研修の拠点化 解剖・薬物検査等の精度・実施率向上

地域・地方間での連携強化 研修プログラムの作成・実施

事故防止等、公衆衛生面での情報活用死後画像診断学の学術基盤の確立

臨床法医学・歯科法医学の中国・四国地域の拠点化

薬物事案・化学テロ対策

児童・高齢者・障がい者への虐待・DVの防止歯科診療情報による身元確認システムの構築

大学内での学部・学科
学生・研修医・開業医・警察官など

（医療関連業種など）
死因究明等推進協議会*H28.09.13設置
（広島県、県警・検察庁、医師会等）

連携強化

リージョナルセンターとしての機能を果たす
（中国・四国地方における死因究明学教育・研究の拠点化）

世界や地域社会で活躍できる人材の養成

＜取組名＞死因究明のための人材育成及び地域拠点化モデル
－死因究明に必要な分野横断型専門家育成と学内外連携及び地域拠点化を目指して－

 



第９８回  学長定例記者会見 お知らせ事項 1  

 

平成３０年５月２２日 

 

【受験生、高校教員等対象入試説明会】 

201８広島大学説明会＆講演会を開催します 

 

 

広島大学入学センターは、高校生や受験生、保護者、高校教員の方を対象と

した 2018 広島大学説明会および講演会を西日本の８会場で実施します。 

 

本学の概要や入試に関する説明とともに、在学生の生の声を来場者へ届けら

れるよう全ての会場で在学生によるスピーチを実施します。特に、広島会場に

おいては、学長、入学センター長による講演を実施します。 

 

 

＜大学説明会の日程＞ 

会 場 名 日    時 

◎広 島 ６月２４日（日）13：30～16：50 

高 松 ７月１５日（日）14：00～16：00 

松 江 ７月１５日（日）14：00～16：00 

松 山 ７月１６日（月・祝）14：00～16：00 

◎福 岡 ７月２２日（日）13：30～16：40 

岡 山 ７月２２日（日）14：00～16：00 

神 戸 ７月２９日（日）14：00～16：00 

山 口 ７月２９日（日）14：00～16：00 

◎：全学部の教員が出席し、説明・相談を担当します 

 

 
 

 

 
【お問い合わせ先】 

教育室教育部 

入試グループ 副グループリーダー 渡部 淳 

TEL:082-424-6175  FAX:082-424-6710 

 



広島大学長
越智 光夫

●広島会場、福岡会場は全学部の教員が出席し、説明・相談を担当。プログラムの詳細は裏面をご覧下さい。
●各会場とも、開始時間30分前から受付を開始します。

学部説明（広島・福岡会場）

学長講演（広島会場）

本学の教職員及び在学生が、教育・研究、学生生活、
入試等の質問や相談に応じます。

来場者には、

大学案内等

を無料配布。

※広島会場では、入学センター長による講演

　『広島大学の入試改革』も実施します。

※◎の会場は全学部から参加（開催時間は13：30～16：50）。
　その他の会場は14：00～16：00

201820182018201820182018201820182018201820182018201820182018

◎広島 6/24㊐
高 松 7/15㊐
松 江 7/15㊐
松 山 7/16⺼祝

◎福岡 7/22㊐
岡 山 7/22㊐
神 戸 7/29㊐
山 口 7/29㊐

お問合わせ先 　広島大学入学センター　☎082︲424︲6704
https://www.hiroshima-u.ac.jp/nyushi/setsumeikai
ホーム＞入試情報＞入試説明会

来場者には大学案内等を
無料配付

広島大 入試説明会



平和記念
公園

そごう●

●広島城

●
三
越

●
福
屋

的場町原爆ドーム前

比治山下

至
江
波
↓

至
宇
品
↓

至
宇
品
↓

袋町

中電前

十日市

山陽新幹線

山
陽
本
線

土橋

広島駅
南口

広島国際会議場

アクロス
福岡

福岡中央郵便局前

福岡市役所入口交差点天神交差点

税務署入口
交差点

博多大丸/エルガーラ

天神コア

中央三井信託

ベスト電器

福岡市役所
イムズ

天神中央公園

中央警察署

赤煉瓦
文化館

国体道路

ミーナ天神

昭和通り
天神４丁目

市役所北口

明治通り
地下鉄空港線　天神駅　16番出口

渡
辺
通
り

西
鉄
大
牟
田
線　

西
鉄
福
岡
駅

大
同
生
命
ビ
ル

西鉄イン
福岡

那
珂
川

地下鉄七隅線　天神南駅　　　　5番出口

● サン・ピーチ 
OKAYAMA 

● 高島屋● 
岡山西年金事務所

ＪＲ岡山駅 

西口 

岡山国際交流センター 

● 
● 

岡山コンベンションセンター
岡山全日空ホテル 

岡山駅前 西川緑道公園

● 
ホテル 
グランヴィア岡山 

● 

● 

● ● 

JR高松駅 

高松高等裁判所 

香川県立
ミュージアム

JRホテル
クレメント高松

四国フェリー
乗り場

ことでん
高松築港駅 

レクザムホール
（香川県県民ホール）

玉藻公園

←至姫路 

● 

● 

● 

山陽新幹線 

N

至大阪→ 

阪急神戸線 
ＪＲ神戸線 

阪神本線 

国道２号線 そごう 

三ノ宮駅 

三宮駅 

センター街 

交通センタービル 

三宮駅 
地下鉄山手線 

地下鉄海岸線 

神戸市役所 
Ｐ ○ 神戸市営三宮駐車場 

国道２号線 

磯上モータープール 

ポ
ト
ラ
イ
ナ 

阪神高速３号神戸線 

三宮・花時計前駅 

新神戸駅 

京橋Ｉ.Ｃ 

フ
ラ
ワ
ロ
ド 

三宮研修センター 

Ｐ ○ 

←至下関 
● 

9

2

新山口ターミナルホテル 
（新山口駅北口正面） 

スーパー 
アルク 

北口 

ＪＲ新山口駅 

←至秋芳 
←至美祢 

至広島→ 

至山
口→
 

山口線 

山陽新幹線 

山口南ＩＣ 
至
防
府
↓ 

山
陽
本
線 

新幹線口 ←至下関 
宇部線 

中国自動車道 

小郡ＩＣ 

山陽
自動
車道

 

くにびきメッセ

くにびき大橋

至出雲

県立美術館

嫁が島

宍道湖

松江
市役所

県立博物館
島根県庁 県民会館

カラコロ工房

カラコロ
広場

宍道湖
大橋

松江大橋 新大橋

至米子

至米子JR松江駅

プラバホール

松江城

く
に
び
き
通
り

学
園
通
り

島根
ふるさと館

9

松江テルサ

 

 

 

 

 

J
R
松
山
駅

Ｊ
Ｒ
予
讃
本
線

大
手
町

松山市駅

伊予鉄高島屋

南堀端

伊
予
鉄高浜線

西堀端

国
道
56
号

松
山
駅
前

● 
松山市総合 
コミュニティセンター

大手町 市内電車

■アクセス　JR 広島駅南口から広島バス（24号線）約20分，平和記念公園下車

■アクセス　JR 博多駅から地下鉄約5分，地下鉄天神駅から地下通路徒歩約3分

■アクセス　JR 岡山駅西口から徒歩５分

■アクセス　JR 高松駅より徒歩8分，
琴電高松築港駅より徒歩8分

■アクセス　JR 三ノ宮駅中央改札口から徒歩約5分 ■アクセス　JR 新山口駅北口から徒歩約1分

■アクセス　JR 松江駅北口から徒歩約1分 ■アクセス　　JR 松山駅から伊予鉄バス（久米
駅前行）約2分，松山市総合コミュ
ニティセンター前下車

＊１　希望する時間帯の大学説明・学部説明・個別相談を選んで参加してください。
＊２　「大学説明」は合計３回ありますが，いずれの回も同じ内容です。

＊１　希望する時間帯の大学説明・学部説明・個別相談を選んで参加してください。
＊２　「大学説明」は合計２回ありますが，いずれの回も同じ内容です。

広 島 会 場　　

福 岡 会 場　　

岡 山 会 場 　

高 松 会 場 　

神 戸 会 場 　 山 口 会 場 　

松 江 会 場 　 松 山 会 場 　

●入学センター…�入試及び学部等の概略に関する相談に応
じます。

●�在 学 生…�広島大学での学生生活や学びの楽しさや
特長について説明し，相談に応じます。

時　間 内　　　容

Ⅰ 14：00～15：30
大学説明『広島大学の特色と入学者選抜について』
在学生によるスピーチ

Ⅱ 15：30～16：00 個別相談　●入学センター　●在学生

時　間 第１室 第２室 第３室 第４室 第５室 第６室

Ⅰ 13：30
～14：20

「学長講演」
「広島大学の入試改革」

Ⅱ 14：30
～15：10

大学説明
（入学センター・在学生）

法 学 部 理 学 部 医 学 部 生物生産学部
個別相談

（14：30～16：50）

・全学部
・在学生
・入学センター

Ⅲ 15：20
～16：00 教 育 学 部 総合科学部 情報科学部 薬 学 部 大学説明

（入学センター・在学生）

Ⅳ 16：10
～16：50

大学説明
（入学センター・在学生）

文 学 部 経 済 学 部 歯 学 部 工 学 部

時　間 第１室 第２室 第３室 第４室 第５室

Ⅰ 13：30～14：10 大 学 説 明 経 済 学 部 工 学 部
個別相談

（13：30～16：50）

・全学部
・在学生
・入学センター

Ⅱ 14：20～15：00 教 育 学 部 法 学 部 総合科学部 歯 学 部

Ⅲ 15：10～15：50 医 学 部 文 学 部 情報科学部 薬 学 部

Ⅳ 16：00～16：40 大 学 説 明 理 学 部 生物生産学部
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7

7

7

7 7

7 7

24

22

22

15

29 29

15 16

日

日

日

日

日 日

日 祝
月



第９８回  学長定例記者会見 お知らせ事項２   

 

平成３０年５月２２日 

 

第３９回広島大学音楽祭フェニックスコンサートを開催します 

 

 

広島大学音楽協議会主催『フェニックスコンサート』を広島大学東広島キャ

ンパスにおいて開催いたします。 

 

広島大学の音楽サークルが一堂に会する貴重な大演奏会です！ 

また、音楽文化を幅広く知っていただくことを目的として、学内の学生・教

職員はもちろん、地域の方々にもご来場いただけるようなコンサートを目指し

ています。 

入場無料、途中入退出可なので、どなたでもお気軽にお越しください。お待

ちしております！ 

 

記 

 

 

日 時：平成３０年５月２６日（土）１４：００～１６：０５ 

         ５月２７日（日）１３：００～１６：３５ 

場 所：広島大学東広島キャンパス サタケメモリアルホール 

内 容：別紙のとおり 

 
 

 

 
【お問い合わせ先】 

教育室教育部 

 学生生活支援グループ  畠堀 弘子 

TEL:082-424-6143  FAX:082-424-6159 

 




